
令和４年度 箕面市行政視察報告書

（民生常任委員会）

１ 日程

令和５年 ２月 ８日（水）～ ２月 ９日（木）

２ 視察先

（１）三重県桑名市（桑名市総合医療センター）

（２）岐阜県（県立福祉友愛プール・アリーナ）

（３）岐阜県岐阜市（岐阜市役所）

３ 参加者

委員
中井博幸委員長、山根ひとみ副委員長、名手宏樹委員、尾﨑夏樹委員、

楠政則委員、内海辰郷委員

視察項目 市立病院と民間病院との統合、地方独立行政法人化について

視察目的
平成３０年５月に開院した地方独立行政法人桑名市総合医療センターの開院に

至るまでの経緯と課題を聞き、新市立病院開院に向けた議論に資するため。

視察項目 岐阜県福祉友愛プール・アリーナの運営

視察目的
障害者用体育施設の運営状況や課題を聞き取り、箕面市での同様施設の必要性

を検討に資するため。

視察項目 基幹相談支援事業の事業内容について

視察目的
基幹相談支援事業や重層的支援体制整備事業の先進地を視察することで箕面市

の支援事業に役立てるため。



桑名市総合医療センター

項目 内容 備考

桑名市について 市 勢

人 口 １３９,７１２人
世帯数 ６０,３７９世帯
面 積 １３６.６５㎢

予算規模

一般会計 ５２,６７４,１７２千円
特別会計 ２９,１５８,６９０千円
企業会計 １４,２６１,００１千円

桑名市総合医療セ

ンターについて

法人概要

名 称 桑名市総合医療センター

開設者 地方独立医療法人 桑名市総合医療センター

理事長 竹田 寛

病院長 登内 仁

病床数 ４００床

診療科 ３４診療科

統合の経緯

Ｈ18 年 １月 桑名市民病院あり方検討会設置

Ｈ2１年 10 月 桑名市民病院と特別医療法人和心会平田循

環器病院が統合。地方独立行政法人桑名市民

病院本院と同分院に名称変更

Ｈ24 年 4 月 地方独立行政法人桑名市民病院と医療法人

山本総合病院が統合し 662 床の地方独立行

政法人桑名総合医療センターに名称変更。本

院は桑名西医療センター、分院は桑名南医療

センター、山本病院は桑名東医療センターに

名称変更。

Ｈ24 年 7 月 桑名市総合医療センター基本構想基本計画

を策定

Ｈ27 年 8 月 旧山本病院跡地に新病院を着工

Ｈ30 年 1 月 新病院新築工事竣工

Ｈ30 年 5 月 ３病院を統合し 400 床の新病院開院

市議会のかかわり

Ｈ17 年 12 月 市民病院調査特別委員会を設置

Ｈ21 年 3 月 地域医療対策連絡協議会を設置

Ｈ22 年 9 月 『桑名市民病院の再編統合と地域医療の充実

に関する決議』を採択。内容は

l 医師会や三重大学との協議の場の設置、県・外部有識

者からの意見聴取など、再編統合に向け調査・研究を



進めること。

l 桑名市地域医療対策連絡協議会で出された諸課題の

解決に努めること

Ｈ24 年 3 月 新病院の整備に関する特別委員会を設置

再編統合に至った

事情

l 桑名市民病院は昭和４１年に設置され老朽化が進ん

でいた

l 旧市立病院は交通利便性が悪い

l 医師不足等による慢性的な赤字体質

l 北勢医療圏は病床過剰地域だが桑名市には自己完結

型の二次医療病院が無く、重篤患者の多くは市外・県

外の病院に搬送せざるを得ない等の理由で、病院の改

革を求められていた

l 再編統合を行った２つの民間病院も老朽化していた

が自力で建替える意思が無い

l このままでは３つの病院が共倒れになる可能性があ

ることから、再編統合で中核病院にする様、市内外か

ら指摘される。

地方独立行政法人

となった経緯

l 平成１８年に設置された桑名市民病院のあり方検討

会で、『基本機能のあり方』、経営改善のあり方』、『経

営形態の在り方』が議論され、非公務員型の地方独立

行政法人が望ましいとの答申が出る。

l 平成２０年１２月議会で旧市立病院の非公務員型の

独立行政法人化が議決。

非公務員型地方独

立行政法人に対す

る市立病院職員の

受け止め

l 市民病院の状況を見て、病院職員も改革が必要との共

通認識が出ていた

l 職員説明会を４回開催

l 組合交渉を１０回開催

l 院内広報を１５回発行

l 職員向け相談窓口の開設

l 今は、頑張れば報われるといった意識で働く人が多い

400床にした理由
l 地域が求める二次医療ができる自己完結型の急性期

病院が必要。

l 持続可能な規模

l 医師を確保するために最低限必要な規模

同センターの医師

や病院職員の確保

状況

l 竹田氏が三重大学医学部付属病院長の職を辞して同

センターの理事長に就任

l 理事長が医師会や県と良好な関係が有った。

l 理事長を慕って、多くの医師・ナースが集まった。



所感

桑名市総合医療センターが誕生できたのは「このままではいけない」という市民を始め関

係者の意識の共有があったことが大きかったことがまず挙げられると思う。再編統合に応じ

た２つの民間病院もいずれもが建替えをしてまで病院を存続させる意思がなかったことに加

え、議会が強く病院改革を迫り、再編統合による持続可能な病院建設に先導的な役割を担っ

たことも大きいと思う。そして、同センターがうまく運営できている大きな要因は三重大学

病院長という要職をなげうって現職に赴任した理事長の存在が大きいと思う。その思いに応

えようとした医師会等の関係者、人柄に魅せられた医師や看護師など、様々な場面で重要な

役割をこなしてこられた。

新箕面市立病院も再編統合に向かって進もうとしているが、成功するか否かは運営を任せ

ようとしている医療法人にかかっていると思う。その医療法人が、医師会や医師や看護師な

どに強い影響力を持つ大阪大学病院とどのような関係を築くことが出来るのかが最重要であ

ろうと思う。また、現病院で働いている職員さんへの配慮も大切だ。桑名市では、かなり丁

寧な対応をしたとは思うが、病院ありかた検討会の答申に書かれてあった「病院は患者のた

めのものであって、職員のためのものではない」という一文に納得した。箕面市は老朽化し

た病院の建替えに臨もうとしている。一度建ててしまえば、４０年以上それを利用しなけれ

ばいけない。我々は、これからどのような病院が必要とされるのかを見極めることが求めら

れている。最後に竹田氏（理事長）のアドバイスを紹介したい。

「今度のコロナ騒ぎを見ても分かるように、小さな病院は淘汰されある程度の規模でない

と病院として存続できなくなる。確かに独立行政法人にしろ、指定管理にしろ未知の世界だ

から躊躇すると思う。しかし、ためらわずに進みなさい、必ず道は開けますよ」



岐阜県立友愛プール・アリーナ

項目 内容 備考

運営状況

l 両方とも岐阜県の障害者用運動施設であ

る

l 両方とも一般社団法人岐阜県障害者スポ

ーツ協会が指定管理している。

利用状況

l 主に障害者や高齢者施設の利用者が利用

しているが、空きがあれば一般の方の利

用も可能

l コロナ禍の影響で施設の休止などで大き

な影響が出た、今も利用制限を行ってい

る。

l きめ細やかな設備で障害者や付き添いの

方に非常に好評

l 遠方の利用者にバスの手配もしているの

が好評

l 近所の健常者の方から利用が制限される

と怒られる。

利用料金 l 県が運営する施設なので非常に廉価

課題

l プール施設の維持費が電気代等の高騰

l 新しい施設で不都合はないが、今後大き

な補修が出てきた時の対応

l 今後はどのタイミングで通常営業に戻す

のか。



岐阜市の福祉相談支援体制

所感

まだ真新しい施設で設備も整っていた。県の委託を受けた障害者スポーツ協会の方の説明

も非常に丁寧だった。ネット上の施設の評判で高評価を得ていたので、施設や接遇について

学びたくて視察させていただいたが、高評価の理由が分かったように思う。箕面市でも室内

温水プールを整備すべきか否かの議論がある中、もし整備するのなら障害者目線での施設と

言う切り口もあろうかと思う。今後の議論の糧にしたい。

項目 内容 備考

岐阜市について

市 勢

人 口 ４０１,９８１人
世帯数 １８３,２８８世帯
面 積 ２０３.６０㎢

予算規模

一般会計 １７５,２３０,０００千円
特別会計 １１５,６８６,７００千円
企業会計 ５４,５４８,９６４千円

基幹相談支援事業

の概要

l 障害者総合支援事業の第 77条の２に謳われている
『地域における相談支援の中核的な役割を担う機関

である。

l 市直営の基幹相談支援センターと市域を 4つに分け
たエリアに業務委託した基幹相談支援サテライトが

ある。

l 市直営の方は 8名体制で相談業務とサテライトの支
援業務を担っている。

課題 l 幅広い知識と専門的な対応力が求められる中、相談に

対応する人材の確保と育成

重層的支援体制整

備事業の概要

l 各機関の連携で『断らずに受け止める』包括的な支援

l 市社協との連携による支援

l 庁内 15課 25係の職員 1名を各部署の窓口として連
携した支援

l 狭間の支援ニーズを持つ人を地域や社会がつながる

ための支援

l 地域がつながり合うための支援

課題 l 事業内容の理解が進まず、事業内容を正しく理解する

ために周知が必要



所感

複雑・多様化する課題解消に向け、各機関がバラバラに対応するのではなく、包括的な支

援体制を構築することが重要である。箕面市ではささえあいステーション事業がこれにあた

ると思う。視察の際にもやはり人材の育成が課題であると言っておられたが、私もそれにつ

きると思う。

余談だが、岐阜市役所に入ったとき１階に戸籍の窓口もあったが、一番目立つところに老

人福祉や障害者福祉などの福祉相談窓口があったことに驚いた。将来、DXの発達で市役所業
務が大きく変化するであろうと思えるが、きっとこのようなレイアウトが主流になるのかも

しれない


